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現在遮蔽材料標準の策定作業を進めており、まず「放射線遮蔽設計に用いる材料組成（コンクリート編）」として、

遮蔽設計段階で用いられるコンクリートの組成及び利用に際しての付帯事項を取り纏めている。本稿では、これま

での経緯と標準のスコープ及びロードマップを示し、関係者の議論を通じて、策定作業を進めていく。 
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１．標準制定の背景と目的 従来、施設の放射線遮蔽の役割を果たす遮蔽コンクリートの設計段階で用いられる

組成は、過去に米国或いは国内で発行された遮蔽コンクリートの組成データ集等から選択的に採用されている。バ

ルク遮蔽による線量率減衰に影響する遮蔽コンクリートの組成については、数値の妥当性及びその変動に対する保

守性が、施設の安全審査において適宜確認されてきた。昨今の原子力施設及び放射線利用の拡がりに伴い、国内の

施設設計で共通して用いることのできる遮蔽コンクリートの組成を策定する要求が高まっている。そこで、現在ま

での施工実績を整理してデータの根拠を明確にし、原子力学会標準として規定する。 
２．標準制定の考え方 (1) 本標準は一定の技術的根拠を有し、国内施設の遮蔽設計段階で共通して使用できる元

素組成を提供する。(2) 日本建築学会「建築工事標準仕様書 JASS5N（原子力発電所施設の鉄筋コンクリート工事）」

及び「建築工事標準仕様書 JASS5（鉄筋コンクリート工事）」を参照して、製造可能と考えられる範囲に収まるコ

ンクリートの元素組成とする。(3) 遮蔽コンクリートの組成は使用骨材の地域や施工管理等による変動が見られる

ため、この組成変動を考慮した組成を規定する。(4) 遮蔽設計時の要求（コンクリートの密度）に対応するため、

規定データに調整を加える場合の考え方と方法を付帯事項として与える。 
３．標準の位置付け 施設の遮蔽要求厚は、施設の過渡変化も含めて平常時及び事故時に対象となる設備に対し

て、法定基準値を満足するように基本設計段階で設定される。その方法としては、1/10 価層などの遮蔽定数を用

いた近似計算法と、各種遮蔽計算コードによる計算法とがある。後者は、原子力発電所を対象とした場合、施設の

基本仕様及び設計進捗に伴って発生する他の要因を考慮し保守的に設定した条件による遮蔽計算を示しており、遮

蔽要求厚はその結果が目標線量率を満足するように設定されている。本標準で規定する元素組成は、上段後者の遮

蔽計算の入力条件として用いられる。附属書及び解説では、想定される組成変動の要因及び変動幅、並びに組成変

動による線量率減衰計算への影響を明らかにし、組成変動が想定される変動幅の範囲内であれば、バルク遮蔽によ

る線量率減衰が十分な安全性を有し、許認可申請及び社会受容の観点から透明性及び説明性を確保することを示す。 
４．おわりに 

 右図に示すスケジュールに

て策定活動を行っていき、2021

年(平成33年）制定予定である。 
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